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『申報』 にお ける楽善堂 の広告 宣伝 活動(1880～1893年)
陳 祖 恩
楽善堂は岸田吟香が上海に設立 した薬品販売を
中心 とした店舗であ り,書 籍の印刷販売 と医療診
察を兼ねるものだったユ。彼は漢学の基礎 を学び,
新聞記者の仕事 をした経験 もあ り,か つその人柄
に魅力があったため,上 海で 『申報』を中心 に形
成 された文化人の輪にす ぐさま加わることがで き
た。それによって楽善堂 と 「申報』 との関係 は一
般 の顧客 と広告主の関係 とは異なったもの とな
り,『 申報』は楽善堂が自由に広告宣伝 を行 う場
所 を提供 したのだった。楽善堂の上海での広告宣
伝 について研究す ることは,日 本広告史前期の巨
人といえる岸田吟香の上海における広告活動のや
り方を見出せるだけではな く,そ の活動の舞台背




治といい,元 服の際に太郎 と改め,後 に銀次 と改
名する。幼い頃に寺子屋の教育 を受け,12歳 で漢
学の勉強を始める。17歳 で 「大魚不游小池」 〔大
魚小池に遊ばず〕 という志をもって,江Aに 到 り
漢学 を学ぶ。後 に,陸 游の詩 「吟到梅花句亦香」
を好んだことから,号 を吟香 とした。1864年,眼
病 を患 ったことか ら,ア メリカの宣教師ヘボンが
横浜で開設 した 「医館」 を訪れて治療を受け,西
洋の液体 目薬の効力 を体験する。同年,ヘ ボンを
補佐 して 『和英語林集成』を編纂す る。1866年9
月,ヘ ボン夫妻 とともに上海 に赴き,美 華書館で
『和英語林集成』 を印刷 し,1867年5月 に帰国す
る。『和英語林集成』の編纂補助及び印刷 に対す
る報酬 として,ヘ ボンは彼 に目薬調合の秘方を授
ける2。 ヘボンの承諾を得て,岸 田は目薬 「精綺
水」の調剤 と販売 を開始する。1868年1月,彼 は
単身上海に到 り,小 東門外の 「瑞興号」 と洋淫橋
の 「万祥号」 と契約 して,2店 を目薬 「精鋳 水」





場 した。 日本の近代 における新聞の創始者の1入
として,岸 田は日本で最初の民間新聞である 『海
外新 聞』の創刊 に関わ り,1868年 には 『横浜新
報 ・もしほ草』に参与,1873年 には 『東京日日新
聞』の記者,主 筆 となる。彼は新聞広告が一般大
衆 に及 ぼす社会 的影響力を熟知 していたこ とか
ら,1871年8月17日,創 刊間 もない 『横浜毎 日
新聞』に 「精綺水」の宣伝文 を載せた。それには
「この 目薬はアメリカの名医ヘボ ン先生 より伝法
の良剤にて,世 にあ りふれたる売薬の類にあらず。
功能はのうが きにくわ し。大瓶 代金壱朱,小 ビ




調 したことは,当 時の民衆 に対 して非常に大 きな
吸引力を持った。
1874年4月12日,「 精錆 水」 の広告がr東 京
日日新聞』上に初めて掲載 された。そこには 「眼
病即癒,精 鋳水」 と書かれている。また,別 の
『東京 日日新聞』 には 「横 浜岸田氏製,精 鋳 水売
弘所」 とある:㌔
1875年9月,岸 田は東京銀座2丁 目1番 地 に
「精Sul水 調 合所」(楽 善堂薬舗 の前 身)を 設け,
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『東京 日日新聞』の仕事の関係 を利用 して,自 分
が編集する新聞記事の中に巧みに 「精鋳水」の広
告を盛 り込んだ。それには 「記者岸田吟香 精[1
水の宣伝 説明書無料進呈」 とある。
彼が 「精綺水」 を宣伝 した同 じ時期,守 田治兵




とい う表現 を用いたために,誇 大広告の要素は少
な くなか った。例 えば,「 宝丹」 は 「起死回生」
の効能があると称 した。 また,日 本の新聞上のこ
うした薬品広告や,新 聞に関わる者がその関係を
利用 して広告宣伝 をする方法は,多 くの読者の批
判を受けることになった。1878年3月24日 か ら,
福沢諭吉は 『民間雑誌」の中で 「売薬論」 と題す
る社論 を連載 し,新 聞が 「売薬の良否を問わず」
にその広告を載せているのは 「売薬師の提灯持に
異 ならず」 と指摘 してい る4。 その後,日 本の新
聞界は広告の浄化措置 を採った。新聞関係者 と広
告主との関係 を厳格に し,誇 大宣伝の要素を含む
薬品広告が登場するのを阻んだため,新 聞上の薬
品広告は著 しく減少 した。このような社会背景は,
岸田が上海 に楽善堂 を作 ることを促 し,か つその
薬品の広告を 『申報』上 に大量 に載せ る原因の1
つとなった。
1878年,岸 田は再び上海を視察 した。当時の上
海は,西 洋文明の影響 を急速 に受けつつあったと




古い時代の方法 を踏襲 していて,大 小の白紙の上
に書 き,人 の注 目をひく場所 に張 り出す というも
のであった。上海最大 の新聞である 『申報』 は




商人が競 い合 う場所 としての上海の市場の価値の
高 さも,岸 田が上海で事業を発展 させ ようとする














































































た際,彼 はイギ リス租界河南路の旧巡捕 〔外国租
界の警察署〕の隣に楽善堂上海支店の場所を定め
た。1880年1月21日,岸 田は 『郵便報知新聞』
に 「私は今 日出航 の郵船東京 丸に乗込 み支那へ
精鋳水を売 り弘めに参 ります」 とする挿絵付 きの
広告 を載せ,中 国大陸で事業 を発展 させることを
正式に宣言 したのだった6。 〔図1参 照〕そ して2




1872年4月30日,上 海で 『申報』が創刊 され
たが,そ の経営者はイギリス商人 メイジャーだっ
た。それ以前には,中 国語の 『上海新報』(1861
年創刊)は あった ものの,完 全に西洋のや り方で
新聞を作 ったため,効 果は決 して芳 しくな く,発
行量 はわずか に400部 以 内に とどまっていた。
『申報』の創刊後,上 海の情況 を熟知 している中
国人の主筆を雇 って編集を担当させた。彼 らは言
論 とニュースを重視 し,広 告の掲載内容 を拡大す
るとともに,中 国の文人の詩,短 文,時 評等を掲
載料な しで発表 させたことから,多 くの文人をひ
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きつけた。同時に,そ れは書籍出版業務を兼 ね,
創刊 の年の10月 には,『 王洪緒先生外科証治全生
集』を出版 した8。10数 年の努力を経て1880年 代
中期 まで に,『 申報』は完全 に中国人が主宰す る
上海における新聞出版事業の中心 となった。
『申報』は主筆 を中心 として,「 吟壇」 という専
門欄 を作 り,上 海の文人に活動の場 を提供 した。
文人たちは 『申報Jに 詩を発表 し,互 いに和 して,
情感を述べ合 うことで,友 人 としての交わ りを深
めた。「吟壇」上で活躍 した上海の文 人は100余
名にのぼったが,こ の中で,高 惧 軒(太 痴生),
何桂笙(高 昌寒食生)s王 躇(張 園老民,天 南游
嬰),王 恩{桶 東小楼主人),衰 祖志(倉 山旧主),
黄協墳,銭 日斤伯(霧 里看花客)等 が著名である。
高惧 軒,何 桂笙,黄 協唄,銭 販伯等の人々は前
後 して 『申報』の主筆になった。
岸田が上海 に着いた時は,ま さに 『申報』の発
展期であ り,新 聞人兼商人 としての岸田は,上 海
第一の大新聞である 『申報』の社会的影響力 を深
く知 り,そ の 「吟壇」に強 く引 きつけられていっ
た。同時に,彼 は 「申報』の記者と仕事の関係上
で も縁があった。1874年,日 本は琉球の漁民が被
害 を受けたことを理由に台湾に侵攻 したが,事 件
発生後,彼 は 『東京 日日新聞』の記者の身分で台
湾 に赴 き,多 くの記事 を日本 に送った。『申報』
の記者も同時期に台湾に渡 り,7月22日 から 「申
報』で関連する記事 を発表 した。「読者は先 を争




着 くと,楽 善堂の2階 に書斎 を設けた 】⑪。そ して
中国人の3字 の姓名をまねて,「 岸吟香」 と改め,
書斎 に名前 を付けて 「借楼」 とし,か つ 自らを
「海上売薬翁」 と名乗 って,上 海の文人の輪 にす
ぐさま加わった。上海の文人は彼の 日本 における
経歴 と魅力ある人柄 に好感 を抱いて,友 人 として
遇 した。『申報』の主筆黄協 唄 は次の ように述べ
た。 「我友岸田吟香先生 は,日 本 の名士である。
性格は素朴で忍耐強 く,軽 薄なところがなく,人
と交際する際には,教 養 にあふれておっとりして,
未だかつて言葉 をあ らげて慌て る風がない」「私





その本 をひもとく人は誰でも,娘 娯 の福地 〔奇書
を蔵す る仙境〕に入ったような気持 ちになり,目
に触れる ものすべてが宝物のように感 じられ る。
先生は,口 ず さんだこと,心 で考えたことが くい
ちが うことはな く,時 に私たちとこれを論 じ,懸




岸田は,『 申報』の 「吟壇」の活動 に参加 して
か らのちに,「 玉蘭吟社」 を作 ることを提案 した。




ゆくまで吟 じましょう,と 言って,そ こで上海の
諸名流を集めた。」「葭 園老民に主宰 して もらい,
社名 も老民に付 けてもらお うとした。老民は,そ
れでは玉蘭吟社 と名付けよう,と 言った。その時
会 したのは10余 人だったが,み な先生の長寿の




を遊歴,1874年 に香港で 「循環 日報』を作 って変
法 自強を宣伝 し,1884年 に上海に帰 り,格 致書院
を主宰 して多 くの文章 を発表 した。 「玉蘭吟社」
を結成 して以来,岸 田と上海の文人 との交流は一
層深まった。「お よそかの国の人士 と交わるのに,
詩酒のつきあいを頻繁にして,概 ね無駄 に過 ぎる
日はなかった。円
岸 田 は愈 構 と も深 い 交 流 が あ っ た。SC
(1821～1907年)は,字 を蔭'甫,号 を曲園 といっ
た。翰林院の編修,河 南の学政を歴任 し,1862年
からは蘇州,上 海で学問を教えた。1868年 からは,
杭州詰経精舎 を主宰 して学問を教 え,『 在春堂全
書』を著 して,そ の名は日本の学者にとどろいた。
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1882年(明 治15年)秋,彼 はCCに 『東瀞i詩選』
の編纂 を委託 したが,こ れに対 して愈槌 は5ケ 月
を費や して,翌 年春には44巻 を編纂 し,5千 首余
りを収録 して,日 本か ら出版 した。 このことは日
中文化交流史上の一大事 となった。彼が50歳 で
次男 をもうけた際,愈 櫨 に名付けて くれるよう頼
むと,SCは 喜んで応 じた。「吟香居士は年五十
を越 えて一子を得,余 に命名を請 うた。余は五十




二十余年の後に看るを請 う,争 って東瀬 に
向いて丈生を訪れん。14」
上海の文人と深 く交わ り,特 にr申 報」の主筆
何桂笙,黄 協墳 等 と交わることによって,上 海に
おける楽善堂の広告活動は水 を得た魚の ようであ
った。 『申報』は楽善堂の薬 品,書 籍,文 具等の
広告 を大量 に載せた。その数量の多 さは空前の も
ので,1880年 か ら1893年 までの問に,薬 品広告
だけで も100種 類以上(付 録1参 照)に な り,書
籍の広告は200種 類以上(付 録2参 照〉にのぼっ
た。『申報』の主筆 は自ら筆 をとって,岸 田 と楽
善堂 を紹介する文章を発表 し,そ の薬品宣伝の小
冊子 に序 を書 くことさえあった。
もしもr申 報Jの 「吟壇」が上海の文人の社交
場であったとす るならば,楽 善堂が上海に登場 し









海における広告の策略 と運用の手段は,多 様 なも
のであ り,日 本の宣伝のや り方を借用するほか,
上海の情況に応 じて新 しく創作するなどした。お
よそこれらの方法は,広 告事業が始 まって問もな






調合 された 「西洋薬」であるとうたったが,上 海
においては,岸 田はヘボ ンの ことと 「西洋」のこ
とは持ち出さず に,「東洋仙薬」の看板 を掲 げた。
「日本は扶桑の東 にあ り,古 く蓬莱 と称 しました。
仙 山霊水が多 く,奇 樹薬草を産 します。故 に医者
は名医が沢山お ります。本堂は日本東京 に開設 し
て年月を経てお り,各 種良薬の製造は先祖伝来の
秘方に依 るものです。 目薬精鋳 水の一項 は,最 も
意を用いて調合 したもので,そ の効能は尋常では
あ りません。 これは名を四方に馳せ,お よそ華人
の 日本 に到る者で買って帰 らぬ者はお らず,宝 の
ごとくにみなされています。今特 に上海英租界河
南路の旧巡捕の向かい,西 側東向きに支店 を設け
まして,入 り口を広 くとって,購 買に便ならしめ
てお ります。15」岸田のこの広告のや り方は他人
の ものを盗んだのではなく,「 西洋」 的な上海に
的確 に対応 し,「東洋」なる珍 しい看板を出 して,
中国人の記憶の中にある 「蓬莱仙国」の先祖伝来
の良薬に対する人々の関心 を引 き起 こしたのだっ
た。楽善堂のその他の薬品広告 も,す べて 「東洋
仙薬」の類の うたい文句がついて登場 した。例 え
ば,「 麦液潤肺」の広告では 「東濠仙伝,疾 や咳










































































2.症 状に応 じて薬 を売り,薬 で時世の弊害 を救 う
開港以後の上海は,い かがわ しい風潮が 日増 し
に盛んになった。1880年 代初期から,日 本の妓女
が中国人はお茶を好むとい う特徴 を利用 して,四
馬路(今 の福州路)や 虹 口等の地で東洋茶楼を開
設 し,色 事の場所 とした。『申報』の主筆黄協墳
(黄式権)は,『 訟南夢影録』の中で次のように書
いている。「かつて三盛楼 という店だけが,遠 く
白大橋 〔二 白渡橋 のことか〕の北 にあったので,
色事 を好む少年がたまに行 くだけであった。近い
ところで言えば英 ・仏二租界の場合,至 る所にあ
った。蓬台仙人 〔日本の美女〕は,俗 世間に降 り
立ち,豊 満な肉体ながら腰が細 く,開 放的で自由
自在である。そ して繊細 な衣を身に纏い,仙 人の
挟は風 に翻って,ま た独特の趣がある。費用洋銀
一
,二 角で,苦 茶をわか したり,哀 琴を演奏 した
り,酒 の遊びをした りして,出 来ないことは何 も
ない。17」黄協墳 と深 く付 き合い,ま た有名な風
俗街である四馬路のすぐそばで暮 らしていたのだ
から,岸 田が上海の 「いかがわ しい」風気 に対 し
て不案内であったはずはなかった。
一方
,上 海の特殊な地理,つ まり土地が狭 く人
口は密 なために,夏 は蒸 し暑 さに悩 まされた。こ
の他 に,飲 み水が不潔であった り環境が悪かった
りして,コ レラなどの病気が流行 し,流 行病にか
かる患者は特に多かった18。上海の風土,人 情を
深 く理解 した岸田は,そ のために 『申報』に 「花
柳病」や 「コレラ」の治療薬の広告宣伝 を大量に
載せた。付録!か らもわかるように,楽 善堂の薬
品広告の中で,健 康栄養薬 を除いて,流 行病を治
療する薬品が非常に大 きな比率を占めている。
岸田はさらに,楽 善堂の薬品を紹介する 『疹症
要論』,「花柳 弁症 要論』等 の小冊子 を著す と,
『申報』の主筆何桂笙 はその序 を書いて,『 申報』
に載せた。何は序文の中で次のように述べている。
「東Xの 岸吟香先生は長年中国に住み,そ の風土
や人情 を熟知 しているのだから,上 海で薬 を売っ
て,効 果がないわけはない。最近薬を売るよりも
処方を伝 える方がいい ということで,『 疹症要論』
と 『花柳弁症要論』の二冊 を著 したが,コ レラや
毒性の病気 を治療するために書いた処方は皆絶大
な効果があ り,衆 生 を救済する上での功績は小 さ
くない19」
『申報』はさらに,楽 善堂が 『疹症要論』 を無
料で読者に贈呈するという広告 を載せた。その広






然発症 して,明 日をも知れぬ状態 となりますが,
慌てるととりわけ適切 に処置できず,陰 陽を誤れ





虚実が定 まらず,ま た生 ものや冷たい ものを多 く
摂取 した り,酒 や色 をほしいままにした りするこ
とによるもので,体 内ではまず胃腸が冒され外側
では蒸 し暑 さや汚れた気を感 じて,肺 を害 し,秋
になって涼 しくなると,急 に精気 を失って,経 絡
が滞 り,〔身体の〕上下 に隔た りがで き,つ いに
は病 を引 き起 こすこととなります。世間でいう所
謂陰病,陽 病,交 腸病,烏 病,口 癌,吊 脚 疹,
麻 疹,子 午癖,羊 毛 拶等は,症 状の現れ方が異
なるのですか ら,は っき り診断がつかなければ,
どうして薬を用いることがで きましょうか。今本
堂は 『癖症要論』を数千部作 り,各 位に謹んでお
送 りし,そ れを広 く行 き渡 らせ,家 々に一冊置い
ていただきたい と願 ってお ります。そ して,コ レ
ラにかかった際には,病 状 をこの本で確かめた上
で,症 状に応 じて薬 を用いれば,ほ ぼ誤ることは
ないで しょう。2()」『疹症要論』は 「びた一文 と
らない」 と,無 料で送呈することを明記 していた
が,そ の実,楽 善堂がその小冊子 を宣伝 した際に,
コレラの良薬である霊通万応丹,西 洋万霊薬水,
東方公一粒金,広 済至宝丹,救 急時疫霊丹,救




この他 にも,楽 善堂はさらに 『申報』の広告に
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おいて 『疹症要論』ですすめている薬 について繰
り返 し紹介 したので,こ れらの薬に対す る読者の
印象は深 まった。『申報』に掲載 された広告の中
で,説 明が比較的詳 しい ものを,2,3拾 うと,次
のようなものだった。
○急救時疫霊丹:「 春分以降は,〔 陰陽五行で
言 うところの〕火が盛んになり,天 候 もよう
や く温か くな ります。芒種 〔二十四節気の1
つで6月6日 頃〕以降は,土 が盛 んにな り,
土地 もようや く潤います。」 「人は気の交わる
中にあるので,そ の汚れた気 を受けて,口,
鼻,毛 穴か ら取 り込んで しまうと,気 が滞 り,
伝染病,暑 気あた り,コ レラなどの病気を引
き起 こします。」「この練 り薬は不寒不熱で,
汚れ を退 け毒 を取 り除 くことを主 としてお
り,副 作用はまったくな く,す なわちコレラ
や,す ぐには寒熱の診断が困難なものは,こ







腹痛や吐 き下 し,伝 染病や熱性風土病,流 行
病や寄生虫病,子 供のひ きつけ,及 び汚れた
火が内臓に入 り込んで起 こる病気 などの難病
は,み なこの薬 を用いれば,必 ず効果があ り,
図3『 申報』1892年8月i3日
まことに衛生の至宝であります。22」
○宝丹:「 起死回生,も っぱら暑気あた りやコ
レラ,吐 き下 しや腹痛,一 切の伝染病,水 や
土が合わないこと,汚 れに接 して感染 した病
気などの症状を治す もので,こ れを服用すれ




これは新 しい広告の手法ではな く,明 治9年 の
『横浜毎 日新聞』 と明治13年 の 『東京 日日新聞』
における 「精鋳水」の広告の中で,岸 田の製品を
真似て作 る者がいるので,「 精鋳 水」の特徴を覚
えて欲 しいと岸田は読者に呼びかけてお り,さ ら
には本物の 「精 鋳水」の効能を知 らしめるために,
読者に試用 して欲 しい と強調 した24。これが典型
的な,「 偽物 に反対することを名 目として,広 告
の実 を上げる」 というや り方でだった。
楽善堂は薬を売る以外 に,上 海において文具を
製造販売 した。そ して 「錬金印泥 〔印肉〕」 とい
う製品を紹介する際に,上 述のや り方 を用いたの
である。その広告ではまず次のように言っている。
「本堂製造の印肉は,本 物の採砂,菱 繊維,百 煉,
金箔,九 成墨油等の材料を選んで特 に意を用いて
練 り上げましたので,色 彩鮮やかで,長 く変色せ
ず,冬 は固まらず,夏 は油浮きせず,中 はガラス
の美 しい器に詰め,外 側は金の漆で描いた小箱で
覆い,精 巧 なことこの上な く,作 り方が上品で,
文具をめでるのに充分足るもので,す でに長 くそ
の名 を遠近に馳せてお ります。」続いて,話 題 を
一転 させて
,「 最近偽物 を作 る者がお りますが,
日本で安 く真似ていて,中 身は質が悪いにもかか
わ らず,外 だけ飾 り,魚 目混珠 〔偽物 を本物 とし
て偽 る〕 を免れず,本 堂の名声 を汚すばか りか,
お客様が 間違って偽物 を購入 されませ んように,
あえて申 し上げた次第です。」 と言い,さ らに次
の ように強調 している。「本堂の作る印肉は どの
箱 に も金で楽善堂監製 とい う文字が書 かれてお
り,蓋 の裏側には金の文字 と小 さな絵が付 されて
お ります。ご愛顧 いただいている方々にはみな,
商標をしっかりおぼえていただ き,見 誤 らないよ
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うに していただ きたい。大箱は洋銀3元,小 箱は
2元 。判 この ような広告 を読 むと,そ れを出 し
た者の意図が どこにあるかを知るのは難 しくはな
い 。
4.カ レンダーを贈呈 して,楽 善堂を宣伝する
カレンダーは本来年画 〔正月に貼 る絵〕の一種
であったが,上 海開港後,商 人が商品を売 り広め
るため に,西 洋の古典的な人物画や風景画 を広告
に使って,得 意先 に送るようになった もので,後
に中国の伝統的な年画の表現方法 も取 り入れて,
広告のための粗品として,大 衆に歓迎 されるよう
になった。岸田吟香 は上海で楽善堂 を創業 して以
来,毎 年 『申報』 を通 じて,読 者に美 しいカ レン
ダーを贈 ることにより,楽 善堂の社会的な影響は
拡大 し,人 々によく知られる上海の名所 になった。
楽善堂のカレンダーは1880年 から始 ま り,上 海
では中国の同類の宣伝品 よりも早 く登場 した2fi。
「本堂は毎年正月に銅板の色鮮やかなカレンダー
を進呈す ることが恒例 となって,既 に10余 年経
ち,常 に皆様 の称賛を受けてお ります。今回また
労力 と費用を惜 しまず改訂 し,癸 巳19年 〔西暦
では1893年 〕の合暦 を印刷 して上海 に運 びまし
たので,12月11日 よりご愛顧 いただいている方
にお1人1枚 お送 り致 します。列
『申報』 は楽善堂 のカレンダーを受 け取 ると,





処方をもって上海に至 り,長 年経つが,そ の人と
なりは,も の柔 らかで,陰 君子の風情がある。か
つて中国の珍 しい書籍数十種を探 し,銅 板に彫っ






たが,紙 の繊細 なこと牛の毛のごとくで,サ イの
角 よりも明る く,色 鮮やかなことは,ま ことにす
ばらしい。本館 はこれを手に取 って賞玩するあま
り,数 言を記 して,感 謝の言葉を申し上げた。28」
「日本の岸吟香様 は雅 を理解 し古 を好み,よ く
文字 を正 し,ま た医術 に長 じていて,医 学が仁術
に優れてお り,久 しく芳名を馳せている。昨 日私
に本年の中 ・洋の合暦 を送っていただいたが,彫





「岸吟香先生は本港河南路 に楽善堂を創 設 し,
毎年正月には必ず,中 ・洋の合暦 を作って,同 人
に贈っているが,上 部に日本の美 しい人物や景色
が描かれてお り,そ の絶妙 なるは,す でに多 くの
新聞が記 しているところである。本年岸老は日本










生は帰国 してしまった。藤田氏が代わ りに経営 し
て,心 を込めて薬 を作っているので,そ の効能は
すばらしい。今回銅板で薬品紹介の目録 を印刷 し
たが,名 人が描いた雲竜 と,新 年を祝 うめでたい
言葉で飾っている。本館 は委嘱 されて本 日読者に
鑑賞 していただけるようお届 けすることになっ
た。 門 カレンダーの形 を使 って,美 しい薬品紹
介の目録を作 り,そ の中の年月を薬品名に変えた







彼はまず 「西楽園」で公演 し,後 に四馬路の 「桃
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源趣」 というところに移って,2ケ 月近 く続けて
演 じた。中国の春節の期間の公演では,劇 団は水
芸,火 芸,帽 子の中で卵 を取る芸,箱 の中に時計
を隠す芸,も み殻を兎に変える芸,紙 を刻んで鳩
に変える芸,少 女魔術等で出し物 を構成 し,天 一
が登場すると,切 符数十枚を盆の中に入れて,こ
れは皆様への新年の贈 り物です と言って,手 を翻
すや,と たんに楽善堂薬房のカ レンダーに変わっ
て,そ れを観衆に配ったのだった。32
1889年 春,岸 田吟香は上海を離れて日本に戻 り,
楽善堂は他の人に経営 を依頼 した。彼が上海を離
れる時,『 申報』 は第一面で主筆黄協唄 の 「春江
送別図記」 を掲載 したが,こ れは 『申報』ではと
て も珍 しいことだった。岸田が活動の基盤を上海
に築 き上 げたために,楽 善堂の広告活動 は1890


























































精 鋳 水 「日本 の 目薬,す ば ら しい効 き 目の 精 鋳 水 」
1882年 。
滋 腎 回 春 丸 「精 力 不 振 を 治 し,腎 精 と髄 液 を補 う」
1元,1888～89年 。
人 参 大 補 丸,「 身体 や 精 神 の衰 弱 及 び,腎 臓 の不 全
を治 す 」2角,1888～89年 。
順 気 化 氣 丸 「す ば ら しい 処 方 を創 始 し,こ の上 な
い 効 き 目」2角,1888～92年 。
経 験 裁 虐 丸 「諸 般 の難 病 を治 す こ と,百 発 百 中 」1
元3角,1元,1888～92年 。
神 効 消 毒 丸 「下 清,横 根,花 柳 症 等 を治 す 」3角5
分,1888～90年 。
托 里 消 毒 丸(飲)「 梅 毒 や 関 節 痛 等 を治 す 」7角5
分,1888～90年 。
痔 瘡 即 愈膏 「肛 門 の痛 痒,大 便 時 の 出血 等 を治 す 」
120文,1888～89年 。
1火 導 滞 丸 「便 秘,胸 腹 部 膨 満 を治 す 」1角,1888
～89年
。
四 仙 追 虫 丸 「腹 の 虫,顔 面 蒼 白,痩 せ す ぎ,腹 痛
等 を治 す 」1角5分,1888～89年 。
白濁 清 心 湯 「男 性 器 の 腫 れ,膿 の よ う に 白濁 す る
等 の症 状 を治 す 」60文,1888～90年 。
五 淋 白濁 丸 「小 便 白濁,排 出 困 難 等 を治 す 」420文,
1888～90年 。
破 郁 平 偽 散 「胸 部 に し こ りで きて詰 ま っ た り,胃
酸 が あ が って くる等 の 症 状 を治 す 」14文,1888～
89年 。
傷 風 無 憂 散 「感 冒,悪 寒,頭 痛,咳 を治 す 」26文,
1888～89年 。
広 済 至 宝 丹 「胃腸 疾 患,吐 潟,腹 痛 等 の 諸 症 状 を
治 す 」2角5分 。
風 湿 抹 擦 薬 「関 節 痛,手 足 の麻 痺 等 を治 す」2角5
分,2角,1888～93年 。
癬 瘡 断 根 薬 「頑 固 な 皮 膚 病 等 を 治 す 」1角5分,
1888～93年 。
汗 斑 一 筆 消 「紫 白 な まず 等 を治 す 。 一 塗 り即 効 果 」
1角5分,1888～92年 。
狐 臭 即 除 散 「腋 臭 を 治 す 。 一擦 りで 絶 妙 な効 果 」,
150文,1888～92年 。
牙 痛 立 止 薬 「歯 茎 の腫 れ,歯 痛 に効 き目 あ り」1角
5分,1888～92年 。
耳 燗 一 滴 霊 「耳 内 の た だ れ,膿 等 を治 す」1角5分,
1888～92年 。
頭 痛 立 止 膏 「慢 性 頭 痛 を治 す 。 さ ら に上 等 が あ り,
1包 み2つ 入 り」7文,1888～89年 。
神 仙 玉 容 膏 「し もや け,ニ キ ビ,そ ば か す 等 の 皮
膚 病 を治 す 」14文,1888～92年 。
万 応 元 真 膏 「筋 肉 痛,転 倒 に よ る 損 傷 等 を 治 す 」
16文,1888～92年 。
花 柳 毒 預 防 薬 水 「こ の 薬,花 柳 等 の 病 毒 感 染 を防
止 す る」3角,2角,1890～92年 。
珠 黄 十 宝 丹 「下 瘡,横 根,た だ れ,腫 れ 等 の 症 状
を治 す 」1元5角,1890～92年 。


































































万 霊 黒 虎 膏 「下清,横 根,た だ れ 等 を治 す 」1元,
1890～92年 。
椀 芯 神 違 散 「下 疽 の破 れ,膿 や 血 の 流 出等 を治 す 」
4角,1890～92年 。
洗 薬 千 里 光 「下 借,横 根,腫 れ 等 の 症 状 を 治 す 」2
角,1890～92年 。
梅 花 消 毒 膏 「下 清,会 陰部 の擁,梅 毒 等 を 治 す 」2
角,1890～92年 。
神 威 震 麗 針 「初 期 の 下 清 を治 し,使 う とす ぐ消 え
去 る」3角,1890年 。
補 元 追 毒 丸 「全 身 を侵 した梅 毒,病 毒 等 を 治 す 」1
元2角,1890～92年 。
化 毒 金 鼎 液 「梅 毒,横 根 等 を 治 す 」1元,1890～
92年 。
八 宝 消 毒 飲 「梅 毒,病 毒,顔 面 の で き もの 等 を 治
す 」1元,1890～92年 。
神 効 駆 毒 水 「頭,顔 の で き もの 及 び 破 れ て膿 が 流
れ 出 る等 の 症 状 を治 す 」4角,1890～92年 。
花 柳 消 毒 丸 「梅 毒,で き も の,横 根 等 治 す 」2角,
1890～92年 。
結 毒 紫 金 丹 「梅 毒 等 種 々 の 醜 い症 状 を治 す 」1元2
角,1890～92年 。
解 毒 紫 金 丹 「で き も の の 毒1ひ どい た だ れ 等 を 治
す 」4角,1890～92年 。
銀 青 化 毒 膏 「で き も の の 毒 の 体 内侵 食,関 節 痛 等
を治 す 」6角,1890～92年 。
奪 天 再 早 丸,1892年 。
婦 宝 勝 金 丹 「婦 人 の貧 血,虚 弱 体 質 を治 す 」4角,
1892～18930
補 天 大 造 丸,1892年 。
調 経 種 玉 丸 「生 理 不 順,不 妊症 を治 す 」3角,1892
～93。
頭 痛 立 止 膏,1892年 。
培 元 震 霊 丹,1892年
産 後 養 栄 丸 「婦 人 の 産 後 の 貧血,虚 弱 を治 す 」2角
半,1892～93年 。
孔 聖枕 中 丹 「神 経 過 敏,ノ イ ー ロ ー ゼ等 を治 す 」2
角,1892年 。
神 効 通 経 丸 「婦 人 の 虚 弱 体 質,月 経 の 不 通 等 を治
す 」1角,1892～93年 。
刀 傷 合 口膏,1892年 。
洗 薬 千 里 光,1892年 。
天 王補 心 丸,1892年 。
消 清 活 幼 丸,1892年 。
人参 大 補 丸 「救 世 の 金 丹 衛 生 の玉 粒 」2角,1892
～1893年 。
小 児 涼 隔 散,1892年
補 中益 気 丸,1892年 。
五 淋二 妙 薬,1892年
霊 応万 金 膏,1892年 。
千 金 保 真 丹,「 ひ どい 古 傷,精 力 不 振 等 を 治 す 」1
元5角,1892年 。
白濁 肢 嚢 丸 「天 下 無 双,淋 病 を 治 す 妙 薬 」5角,
1892～93年 。































































































不老長春丸 「気血を調和 し,腎 水を滋養する」3角,
1892年 。
痔瘡即愈膏,1892年 。




頭風疑脳杵 「頭痛に効 き目あ り,痛 みす ぐに止 ま
る」2角,1892年 。
神効駆毒水,1892年 。
徐真人玉壷秘薬 「疲れす ぎ,色 欲による体力消耗
等 を治す」3元,1892年 。




七宝美須丹 「皮膚 を潤 し,黒 ひげや黒髪の美 しさ
を保つ」3角,1892年 。
固歯擦牙粉,1892年 。




曜喘即治紙煙 「急性 ・慢性ぜ んそく,息 切れ,咳
等 を治す」1角,1892年 。
麦液潤肺肢 「日本に伝わる聖薬,疾 や咳 を治す」
大缶5角,小 缶3角,1892年 。




秘方紫雪丹 「暑気あた り,胃 腸疾患,腹 痛,急 性
吐潟等を治す」1892年 。
東方公一粒金丹 「この薬,疫 病,暑 気あた り等百
病 に通ず」1角,1892年 。
参麦養和飴 「顔を潤 し腎臓 に益す。脾臓,心 臓 を
養 う。長 く服すればさらに良し」4角,1892年 。
仏手催生丸 「効果この上なし」100文,1892年 。




秘伝安胎丸 「妊婦の虚弱体 質,胎 気の不安定 を治
す」3角 半,1893年 。
万全保胎丸 「婦人の虚弱,流 産 しやすい体質を治
す」3角,1893年 。





97止 咳 糖 漿,2角,1893年 。
98急 救 時 疫 霊 丹 「病 毒 駆 逐 の,救 世 の 良 薬 」200文,
1893年 。
99白 帯 薬 棉 球 「長 く東 洋 諸 国 で 流 行 し,効 果 抜 群,
百度 試 して 変 わ らず 」1箱100文,1球16文,1893
年。
100紅 白痢 疾 丸 「赤 痢 等 を 治す 」 四角,1893年 。





五経体注(4元),五 経備 旨(4元),五 経掲要(2









周易本義通釈,毛 詩鄭箋注,四 書蒙引,儀 礼経伝
通解,彷 宋本左伝,左 伝揖釈Y郭 注庄子,管 子訓
詰,韓 非子解詰,乾 道本韓非子,絵 図山海経,絵
象列仙伝,世 説新語補,東 莱博義,福 恵全書,智
嚢,智 嚢補,秘 伝花銭,野 客叢書,宋 元通鑑,明
朝紀事本末,通 鑑紀事本末,安 南志略,大 越史記,
東国通鑑,明 季遺聞,廿 二史剤記,七 書直解,武
備志,富 国志,公 法会通,万 国公法,文 体明弁,
白氏長慶集,杜 工部集,杜 律大観,CC蔭 甫東渡詩
選,銭 牧斎全集,詩 法纂要,尺 順双魚,本 草綱目,
素問霊枢次注,素 難針灸要旨,東 医宝鑑,赤 水玄
珠,唐 僧慧琳一切経音義,漢 蒙千字文,翻 刻隷続,
新選六書通,六 書正偽,偏 類六書通,双 鈎北魏焚
陽鄭氏碑,鈎 刻大字麻姑仙壇碑,鈎 刻楮 河南孟法
師碑,介 子 園画伝,原 版晩笑堂画伝,耕 香館画
春,籾 需画春,玄 対画譜,吟 香閣叢書,名 数画譜,
竹筒四君子画冊,霊 滞画譜}竹 筒画稿,華 山画竹
譜,書 画同珍,凌 煙閣功臣画伝,唐 詩画譜,日 本
名山図会,梅 蛉 百鳥図,唐 土名勝図会,紅 楼夢図
昧,海 仙二十四孝図,小 山林堂文房図,銅 版耕積





















上海楽善堂の営業内容については,ふ つ う薬 と書
籍の販売を指 し,問 診医療について言及 している
ものは少ないが,実 際には問診医療 も行われてお
り,そ の ことを 『申報』 の2つ の史料が証明 して
いる。
黄協 墳(黄 式権)は 「春江送別図記」の中で次
のように述べ ている。岸 田吟香 は 「かつて上海で
薬局 を作ったが,医 者を求める者が沢山押 しかけ
て薬局 には入 りきれないほどであった。先生は一
人一人の脈をとって,最 善を尽 くすので,ひ とた
び治療 をすれば,た ちまち枯れ木に花が咲 くがご
とくに元気になった。」(『申報』1889年3月10
日)。






長 く患 うと胃や肺が次第に弱 って,飲 食できな く
なり,脳 髄がだんだん侵 され,精 神が落 ち込むこ
とにな ります。およそ全ての病 はこれによって生




に先生に治療 していただ くことがで きます。先生
はかつて我岸吟香先生の門を叩き,内 外の医科を
学び,精 通 してからまた歯科 を専攻 したので,技
術は非常にすばらしく,人 が競 って治療 を求める
のです。」 「本国の人が深 く信頼をおいているばか
りか,中 国 ・西洋の役人で 日本にいる人 も,ま た






















































































書 院,1996年 出版,第272頁 。
『申報 』1872年10月15日 。
『上 海 近 代 大 事 記 』,上 海辞 書 出版 社,1989年3月
10日 。
『上 海新 報 』 の 記 事 に よる と,「 日本 の 三 大 書 家 の
一 人 な る 日下 部 鳴 鶴 翁 は 本 便 の横 浜 丸 に て 来 湛 せ
られ 英 租 界 河 南 路 吟 香 翁 の 書 薬 店 楼 上 の 玉 蘭 吟 社
に 仮 寓 を定 め られ 当 分 は 当 地 に 滞 留 せ らる る よ し」
とあ る(『 上 海 新 報』 第43号,明 治24年(1891年)
3月27日)。
黄 協 墳 『春 江 送 別 図 記 』,『 申報 』1889年3月10
日。
同 上。
若 山 甲 蔵 編 『岸 田 吟 香 翁 』,(日 本)宮 崎 県 政 評 論




黄 式 権 「瀬 南 夢 影 録 」。 『港 游 雑 記 ・瀬 南 夢 影 録 ・
濾 游 夢 影 』,上 海 古 籍 出版 社,1989年 出 版,第100
頁 。
1862年 初 夏,日 本 の 幕 府 の 役 人 と長 崎 商 人50人 余
りが 「千 歳 丸 」 に 乗 っ て 上 海 を 訪 れ た が,こ の 時
上 海 で は コ レ ラが 流 行 して お り,「 千 歳 丸 」 に乗 っ
て い た 人 の 半 数 以 上 が 感 染 して,3人 が 死 亡 した 。
「従 者 」 とい う こ とで 参 加 して い た長 州 藩 の高 杉 晋
作 は,同 行 の 者,病 客 は は な は だ多 し。 諸 子 畏 縮
し,あ る い は促 して 帰 らん と思 う者 あ り。」 と 日記
に記 して い る。
何 桂 笙 「岸 吟 香 先 生 『疹 症 ・花 柳 弁 症 要 論 』 序 」。
『申報 』1888年7月27日 。





天 野 宏 『薬 文 化 往 来』,青 蛙 社,平 成4年 出 版,第
123頁 。
『申報 』1892年11月5日 。
中 国 の 著 名 な年 画 研 究 家 で あ る王 樹 標 の 考 証 に よ
る と,カ レ ン ダ ー と い う言 葉 が 最 も早 く登 場 した
の は光 緒22年(1896年)で あ り,当 時 の上 海 の 四
馬 路 で は 鴻福 来 呂 宋 大 票 行 が 宝 く じ付 きの 「濯 景
開彩 図 ・中 西 カ レ ン ダー 」 の 絵 を顧 客 に送 っ て い
る との こ とで,こ の絵 が 登 場 して か ら,カ レ ン ダ
ー とい う 言 葉 が 用 い られ る よ う に な っ た
,と 言 わ
れ て い る。(上 海 画 報 出版 社 「老 月 _牌 』,1997年
出版,第4頁 。)実 際 は,早 くも1880年,岸 田 吟 香
の 楽 善 堂 はす で に上 海 で カ レ ン ダ ー を発 行 して い






32『 申報 」1899年2月3日 。
*著 者の陳恩祖氏は,2002年6月 か ら半年間,本 学
の外国人研究員 と して滞在 された。本論文は,同 年
12月14日 に早稲 田大学で開かれた20世 紀 メデ ィア
研究会で報告 した内容 に加筆,訂 正 を加えた もので
ある。
*翻 訳にあたっては丁伊勇先生のご教授を得た。
*訳 者は本学外国語学研究科中国言語文化専攻博士
後期課程に在籍。訳注は 〔 〕内に示す。
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